
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁 の 状況

県内 の公共用 水域 につい て 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定 。十画 を定 め 、 関係機関 ( 建設省、

農林水産省 、 通商産業省、 鳥取市、 倉吉市、 米子市 ) の協力 を得て 、 水質の測定 を行 っ た。

対象水域 の概要図は、 資料 ( 1 3 ) に示す。

1 人の健康の保護に関する項目 [ 健康項 目 〕

[ カ ド ミ ウ ム 、 シ ア ン 、 有機燐 、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ 素、 総水銀、 ア ルキ ル水銀、 P C B 〕

3 4 河川 1 0 2 地点 2 4 1 検体、 4 湖沼 1 6 地点 5 1 検体、 及び 2 海域 1 6 地点 3 6 検体、 合

。十 1 3 4 地点 3 2 8 検体 に つい て測定 を行 っ た 。 そ の結果、 前年度 と 同様に全検体がすべて の項

目 で環境基準に適合 し て お り 全水域 と も 清浄であ っ た 。

( 測定対象公共用水域 )

河川
千代川 水系

千代川

有富川

、 旧袋川 、 狐川 、 山白 川 、 天神川 、 湖山川 、 枝川 、 野坂川 、 新袋川、

、 大路川 、 砂見用 、 八東川、 私都川 、 佐治川

天神川 水系 天神川 、 国府川 、 小鴨川 、 玉川 、 三徳川、 加茂川、 鴨川

日野川 水系 日 野川 、 法勝寺川 、 板井原川

二 級 河 川 蒲生川 、 塩見川、 河 内川、 勝部川、 由 良川 、 加勢蛇川、 阿弥陀川、 佐陀川

斐伊川水系 旧 加茂川 、 新加茂川

湖 沼 湖山池、 多鯰 ヶ池、 東郷池、 中海

海 域 美保湾、 日 本海沿岸

; )

　

事

人の 健康の保護に関 する環境基準 ( 昭 4 6. 1 2 2 8 環境庁告示第 5 9 号 ) l
カ ト ミ ウ ム シ ア ソ 、 ク ロム 6 ヒ 妾 窓 7 アル ゾリ P C B I項 目 カ ト ミ ウム シ ア ン 有 機 燐 鉛 ク ロム( 6価) ヒ 素 総 水 銀 ァルおり水銀 P C B

誉 0. 0 1 PPm
以下

検出 さ れ
ない こ と 。

検出 さ れ
ない こ と 。

0 1 ppm
以下

0 0 5 PPm
以下

0 0 5 PPm
以下

0.0 0 05 PPm
以下

検出 さ れ
ない こ と 。

検出 さ れ
ない こ と 。

年

2 生活環境の保全に関する項目 ｢ 生活環境項 目 〕

を参照の こ と 。[ 壤 灘爾8強 盛熱 讃 葵露醐 篩 用語の解説は資料 ( 1 5 )
(1 ) 概 要行

主要水域 の 水質汚濁状況の概要 を 、 生活環境項 目 の代表的指標であ る B O D ( 河川 に適用 ) 、

又は C O D ( 湖沼 、 海域 に適用 ) で見れば、 次の と お り であ る 。

岡 本白書 で は 、 B O D 及び C O D の評価 につ い て 、 環境基準の類型 を あ て は め て い る 水域 に対す

る 環境基準の達成伏況 、 又 は そ の他の 水域に対する 基準相当類型 の評価に関 し て は 7 5 %値 ( 表

58注 を参照 ) を適用 し 、 水質の汚濁状況 、 水質の経年変化等の評価に は 、 年平均値 を用 いている 。
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【 河 川 1

1 級河川 ( 千代川 、 天神川、 日 野川 ) の水質は 、 おおむ ね下流部 は環境基準に 定 め る 河川類型 A

( 表 5 9 参照、 以下 同 し ) 、 上流部 は河川類型 A A に相当 し て お り 清浄な 水質 を維持 し て い る

2 級河川 ( 蒲生川 、 塩見川 、 河 内川 、 勝部用 、 由 良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀川 ) に つい て

見 る と 、 勝部川 の一部に類型 B に相当す る 地点があ る が 、 他の地点はすべて類型AA ~ A に 相当す

る 水質 で清浄であ る 。

都市河川 の う ち 、 ,鳥取市 内 を流れて い る 旧袋川 は河川類型 B ~ C 相当 、 倉吉市内 の玉川 は類型 C

~ E 以下 、 ま た米子市内の 旧加茂川 は類型 E ~ E 以下に相当 し て お り いずれ も 依然 と し て汚濁が

著 し い 。

【 湖 沼 1

湖山池 は C O D ( 7 5 %値 ) 4. 9 ~ 6. 7 p pmで湖沼類型 B ~ C 相当 、 多鯰 ヶ池は 3 6 ~ 4 1 P P m

( 同 B 相当 ) 、 東郷池 3. 9 ~ 4. 8 p p m ( 同 B 相当 ) と いずれ も 池全体が汚濁 し て お り 中海 は 2 9

~ 6. 6 p p m ( 同A ~ C 相当 ) と 地点 に よ っ て汚濁状況 に幅が あ る こ と が認め ら れ る 。

【 海 域 1

美保湾は C O D ( 7 5 % 値 ) 2 8 p p m ( 海域類型 B 相当 ) を示 し て い る 1 地点 を除い て 、 他の地

点はすべて 2 p Pm以下 と海域類型A に相 当 し て お り 、 ま た 、 本県の 日 本海沿岸海域は 、 全域が o. 9

~ 1 . 8 p Pm ( 同 A相当 〕 と 前年度同様 に清浄な 水質 を保持 し て い る 。

な お 、 県内 の 2 2 海 水浴場はすべて環境庁の判定基準に よ る ｢快適 ｣ な海 水浴場 に フ ソ ク さ れ て

い る o

や i

　　 　　 　　
　 　

　　

表 邸 B O D叉は C O D の概要及び環境基準達成状況

水 域 名 地 点 名

B O D

年平均値
( p pm )

環 境 基 準 達 成 状 況

あ て は め て

い る 類 型
適 合 率
物

BOD 7 5 %

値 ( p pm ) 娯 当 す塗
〔 河 川 ]
( 1 級河 川 )
千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川
佐 治 川

天 神 川 水 系
天 神 川

賀 露
行 徳
源 大 橋

煙 瘻
市 瀬
毛 谷
米 岡 橋
万 代、 寺

峯 門 擢
別 府

祟 銘
苓 震
穴 鴨

1. 5

0. 9

0 9

1 . O

0 8

0 7

0 7

0 8

0 8

0. 6

0 9

0 7

1 . 2

1 . 2

0 7

0. 6

0. 6

A

A

A A

AA

AA

AA

A A

A

A

AA

AA

AA

8 3 3

1 0 0

5 8. 3

5 8 3

7 5 0

7 5 0

8 3 3

9 5. 8

9 6 7

9 1 . 7

1 0 0

1 0 0

1 . 7

1 . O

1 . 2

1 . 2

0 9

1 . O

0 8

0 8

0 9

0 6

0 9

0 9

1 . 3

1 . 4

0 8

0. 6

0 6

A

A A

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

AA

A A

A A
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水 域 名 地 点 名

B O D

年平均値
( P pm )

環 境 基 準 達 成ぞ外 況
あ て は め て

い る 類 型
適 合 率
粉

BODJすぎ死ン

値 ( P P m○ 娯当鬘
小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川
日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺川

板 井 原川
( 2 級河 川 )

蒲 生 川
塩 見 月 -
河 内 川
勝 部 川
由 良 川

加 勢蛇 川
阿弥 陀 川
佐 陀 川

( 都 市 河川 )
旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂川

□湖 沼 ]
湖 山 池
東 郷 池
多 鯰 池
中 海

〔 海 域 〕
美 保 湾

日 本海 沿岸
海 水 浴 場

巖 城
河 原 町

蚕 食
片 森 柴

鞏 羞

黛 蛭
焚 震
損 勝 專
高 尾

3 地 点
"

"

"

"

"

"

"

弁 天 橋
出 合 橋
巌 城
西 仲 町

灘 町 橋
旭 橋

4 地 点
4 地 点
3 地 点
5 地 点

7 地 点
1 地 点
8 地 点

22 地 点

0. 9

0 6

0 5

0 6

0 9

0 7

0 6

1 . 3

1 , 1

1 . O

1 . 1

0. 8

0. 8

0. 9

0 7

1 . 2

0 9

0 7

0 6 ~ 0. 7

0. 6 ~ 1 . 2

0 6 ~ 1 0

0. 8 ~ 2. O

1 . 4 ~ 2 0

0. 6 (〉 0 9

0. 6 (〉 0. 9

0 9 ~ 1 . 2

4. 2

3 1

4 2

1 6

8 5

7 1

4. 9 ~ 5. 7

3. 8 ~ 3 9

3 6 ~ 3 9

2 7 ~ 6 6

1 . 2 ~ 2 4

1 . 4

0. 8 ~ 1 . 4

0 7 ~ 1 7

A

A

A A

AA

AA

AA

AA

AA

A

A

A

A

B

A

A

8 7. 5

8 6 7

7 5 0

6 6. 7

8 3 3

7 5. O

7 5. 0

9 1 . 7

1 6 7

3 3. 3

5 1 . 0

8 2 1

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 . 1

0 7

0 5

0 6

1 . O

0. 7

0 5

1 . 3

1 2

1 . O

1 . 1

0. 9

1 . O

1 . O

0 8

1 . 2

0 9

0 7

0. 5 ~ 0 8

0･ 7 ^) 1 ･ 1

0. 6 ~ 1 . O

< 0. 5 ~ 2 8
1 . 4 ~ 1 . 9

0 6 ~ 0 9

0. 6 ~ 1 . O

0. 8 ~ 1 3

4 3

3 0

4. 7

1 8

1 2

9 0

4. 9 ~ 6 7

3 9 ^) 4 8

3. 6 ~ 4 1

2 9 ^) 6. 6

1 . 2 ~ 2 8

1 . 6

0 9 ~ 1. 8

0 8 ~ 1 9

A

A A

A A

A A

A A
A A

A A

A

A

AA

A

AA

AA

AA

A A

A

AA

AA

A A

AA ~ A

A A

A A ~ B

A

A A

A A

A A ~ A

C
B

C

E よ り 悪い
E よ り 悪い

E

B 官 C
B

A ~ C

A ~ B

A

A

A

困 適合率 ( % ) 環境畦総語法罐令し安 日 数 × 1 o o
適合率が 7 5 % 以上の場合 、 環境基準に適合 し てい る も の と す る 。 ( 環境庁通達 )

7 5 % 値 年間の ツ個 の 日 間平均値の 全デー タ を値の小さい も の か ら順 に並べた場合の
( ツ × 0. 7 5 ) 番 目 く そ の数が整数でな い時は 、 直近上位の整数 ) の数値 を
いい 、 環境基準の 水域類型 あ て は め に係 る 水質値 を示す。

〔例 〕 A地点の測定値 ( 平均値 ) が下。己 の場合

6, 0 6, 1 6,為 6, 7 6, 8 6 8 ⑲ 7, 5 8, 0
7 5 % 値こ 1 0 × o 7 5 = 7 5 → 8 番 目 の値 7. 0
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表 59 生活環境の保全に関 する 環境基準 ( 昭 4 6. 1 2 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

河 川

選虱 利用 目 的 の適応性

基 準 値

該当水域水素イ オ ン
震 度

( P H )

生物化学的
酸素要求量

( B O D )

浮遊物質量

( S S )

減存酸素量

( D O )
大腸菌群数

A A

水 道 1 級
自 然 環 境 保 全
及び A以下の欄に掲げる も の

6 5 以上
8 5 以下 1 P p m 以下 2 5 p p m 以下 7 5 P p m 以上 5 0 MPN/

1 0伽“以下

別に閣議

決定に よ

り 水域類

型 ご と に

指定す る

水域

A

水 道 2 級
水 産 1 級
水 浴
及び B以下の欄に掲げ る も の

6 5 以上

8 5 以下 2 P P m 以下 2 5 p p m 以下 7 5 p P m 以上 ｣00O MP N/
1 0 0錫以下

B

水 道 3 級
水 産 2 級
及び C 以下の欄に掲げる も の

6 5 以上

8 5 以下 3 P P m 以下 2 5 P p m以下 5 p p m 以上
即0O MP N/

1 0 0霧以下

C

水 産 3 級
工 業 用 水 1 級
及び D以下の欄に掲げる も の

6 5 以上

8 5 以下 5 P p m以下 5 0 p p m以下 5 P pm 以上

D

工 業 用 水 2 級
農 業 用 水
及 び 団 の 欄 に 掲 げ る も の

6 0 以上

& 5 以下 8 P p m 以下 1 0 OPp m以下 2 P P m 以上

園
土 業 用 水 3 級

環 境 保 全

6 0 以上

8 5 以下 1 O P P m 以下
ごみ等の浮
遊が認め ら
れない こ と

2 P p m 以上

　 　
=

　 　 　
　

湖 沼 ( 天然湖沼及び貯水量 1, 0 0 0 万立方 メ ー トル以上の 人工湖 )

翅虱 利用 目 的 の適応性

基 準 値

該当水域水素イ オ ン
濃 度
( p H )

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

浮遊物質量
( S S )

椿存酸素量
( D o ) 大腸菌群数

無

水 道 1 級
水 産 1 級
自 然 環 境 保 全
及ひ A以下の欄に掲げる も の

6 5 以上

8 5 以下 1 P P m 以下 1 P p m 以下 75 P p m 以上 5 0MP N/
1 0吻“以下

別に閣議

決定によ

り 水域類

型ご と に

指定す る

水域

A

水 道 2 ･ 3 級
水 産 2 級
水 浴
及び B以下の欄に掲げ る も の

6 5 以上

8 5 以下 3 P Pm 以下 5 p p m 以下 75 P P m 以上
LOOO MP N/

1 0 0雛以下

B

水 産 3 級
工 業 用 水 1 級
農 業 用 水
及 び C の 欄 に 掲げ る も の

6 5 以上

& 5 以下 5 p p m以下 1 5 p p m 以下 5 P P m以上

C
工 業 用 水 2 級

環 境 保 全

6 0 以上

& 5 以下 8 p P m以下
ごみ等の浮

遊が認め ら
れない こ と

2 P P m 以上

間 自然環境保全 自然探勝等の環境保全

水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う も の

〃 2 級 沈殿ろ過等に よ る通常の浄水操作を行 う も の

〃 3 級 前処理等を伴 う高度の浄水操作を行 う も の

水 産 1 級 ヤマ メ、 イ ワポ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用

〃 2 級 サケ料魚類及びアユ等貧腐水性水域 ( 貧栄養湖型 ) の水産生物用及び水産 3 級の水産生物

〃 3 級 . コ イ 、 フ ナ等、 β 一 中腐水性水域 ( 富 栄養湖型 ) の水産生物用
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4 工業用水 1 級 : 沈澱等によ る 通常の浄水操作を行 う も の

〃 2 級 : 薬品注入等に よ る高度の浄水操れを行 う も の
〃 3 級 : 特殊の浄水操作を行 う も の

5 環 境 保 全 : 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生じない限度

3. 海 域

超風 利用 目 的 の適応性

基 準 値

該当水域水素イ オン
獲 度

( PH )

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

溶存酸素量
( D O )

大腸菌群数 油 分

A一B
水 産 1 級
水 浴
及び B 以下の欄に掲げ る も の

7 8 以上

& 3 以下
2 P P m 以下 7 5 P P m 以上

LOOO MPN/
1 0 0露以下

検 出 さ れ

な い こ と 別に閣議
決定によ
り 水域類
型ご と に

指定する
水域

水 産 2 一 級
工 業 用 水
及 び C の 欄 に 掲げ る もの

7 8 以 上

8 3 以下 3 P P m 以下 5 P P m 以上
検 出 さ れ

な し ･ こ と

C 環 境 保 全
7 0 以上

8 3 以下 8 p p m 以下 2 P P m 以上

鰯 1 水 産 1 級 マ タ イ ミ ブ j 、 ワ カ メ 等の水産生物用及ひ水産 2 級の水産生物用
〃 2 級 ホ フ 、 ノ j 等の水産生物用

2 環境保全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じない限度

(2) 水 域 別

ア 河 川

の 三 大 河 川

o 千代川 水系

千代川 は有富川 と の合流点 ( 河 口 か ら約 7 伽上流 ) か ら 上流は 、 河川類型AA 、 下流は類

型Aの環境基準が定 め ら れて お り 、 B O D ( 7 5 % 値 ) でみれば、 類型AA の源大橋 、 及び

稲常の 2 地点 を除い て他の地点はすべて環境基準に適合 し て い る 。 その他の項 目 に つい て 、

指定類型 に対す る 環境基準適合率 を見 る と 類型AA の 水域ではD O 9 8 % 、 S S 9 0 % 、 類

型Aの水域でD O 9 2 % S S 7 9 % と な っ て い る が 、 大腸菌群数に つい て は 、 両水域 と も

適合率 o % であ る 。

各河川 の水質の 状況 を B O D につい て見れば 、 千代川 は 0 7 ~ 1 . 5 P P m と 清浄であ り 、

千代川 に流入す る 八東川 、 私都川 、 佐治川 と も 0 6 ~ 0. 9 P P m と 極 め て清澄な 水質 を維持

し て し、 る 。

水質 の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較 し てみ る と 、 千代川 は質露 ( 1. 7 ー→ 1. 5 P Pm )

を除いて若干悪化 し て い る 。 ま た 、 流入河川 では私都川 、 八東川及び佐治川 と も 若干悪化が

み ら れ る が 、 同水系の 水質の経年変化 を見 る と 大 き な 変化はみ ら れず 、 ほ ぼ横ばい で推移 し

て い る 。

( 鰯 各河川 の水質経年変化、 環境基準適合率の詳細につい ては資料 ( 1 4 ) を参照の こ と o )
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表 60 測定結果

河 川 名 雌 地 点 名
測定
回数

pH
DO

(中 B 2織
S S

(中)
大 腸 菌 群 数
( M P N/1 0 0加の

千代川水系
千 代 川

A

A

A A

AA

AA

AA

AA

質 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7.1

7 1

7 1

72

7 1

7 0

6. 8

9 5

9 8

1 0

9. 9

1 0

1 0

1 0

1 ‐ 5 ( 1 ‐ 7 )

o 9 ( L o )

o 9 ( 1 . 2 )

1 0 ( 1 . 2 )

0 8 ( o 9 )

0 7 ( 1 . 0 )

o. 7 ( o. 8 )

1 4

1 9

1 2

2 0

1 4

7

6

3 3 × 1 0 3 ′~ 1 . 4 × 1 0 5

2. 2 × 1 0 3 ~ 1 . 5 × 1 0 5

2 7 × 1 0 3 ′~ 1 . 7 × 1 0 冬

2 4 × 1 0 3 ~ 1 7 × 1 0 5

4 9 × 1 0 2 ~>2 4 × 1 0 5

4 9 × 1 0 3 ノし 5 4 × 1 0 4

1 . 7 × 1 0 2 ~>2 4 × 1 0 5

八 東 川

米 周

万 代 寺

岸 野 22214,上14 拗ね鎚
1 1

1 1

1 1

0 8 ( o. 8 )

0 8 ( o. 9 )

0 6 ( o 6 )

7

6

3

1 . 1 X 1 0 3 ~ 1 . 1 X 1 0 4

4 9 × 1 0 2 ′~ 7 9 × 1 0 3

3 × 1 0 2 ~ 4. 9 × 1 0 3

私 都 川 下 門 尾 1 2 7.O 1 1 o. 9 ( o 9 ) 1 6 4. 9 × 1 0 2 ~ 2. 4 × 1 0 4

佐 治 川 別 府 1 2 6 9 1 0 0 7 ( o. 9 ) 6 4 6 × 1 0 3~ 3 3 × 1 0 4

( ) 内 は 7 5 % 値

( 測定地点図 )

千 代 川 ( BOD 最大 ~最小値 )

毛 0 賀 行 源 稲 佐 市 毛 米 方 岸 下 別
。 5 食。 お 蹴 太 代 門

霧 徳 橋 常 貫 瀬 谷 岡 寺 野 尾 府
表 61 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( p pm )

昭和51年度 昭和52年度 昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度

千代川 水系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

1 . 8

1 . 5

1 . O

0. 9

0 9

0 8

0. 6

0 8

0. 9

0. 6

1 . 4

0 8

=◇ 1 . 6

=◇ 1 . o

守 0 8

=◇ o. 8

め o 8

こ◇ o. 7

0 6

少 o 7

=◇ o. 6

0. 6

11l} 1 . 9

r◇ 0. 7

一 2 3

■◆ 1 . 3

0 8

診 o 7

心 0 6

11◆ 1 . 2

吟 0 7

→ o 9

一 0 8

一 0 7

1 . 9

→ o 9

珍 1 6

め 0 7

=◇ o. 7

吟 0 8

0 6

守 0 6

=◇ o. 5

ニーぞ〉 0 6

9 0 6

珍 0 5

心 0 8

参 0 6

一 1 7

→ o 8

一 0 8

珍 0 7

一 0 7

0 6

一 0 6

0 6

0 6

一 0 6

0 8

0 6

間 にD 前年度に比べ良 く な っ た も の 一 前年度 に比べ悪化 し た も の

一 7 0 ~
ずき



天神川 水系

天神川 は小鴨川合流点 ( 河 口 か ら約 7 蹴上流 ) か ら 上流は 、 河川類型A A 、 下流は類型A

の環境基準が定め ら れて お り 、 類型AA及びAの 水域 と も に B O D ( 7 5 % 値 ) は環境基準

に適合 し てい る 。 ま た 、 両水域 と も D 0 、 S S は ほ と ん ど環境基準 に適合 し て い る が 、 大腸

菌群数の適合率は 0 % であ る 。 水質 の状況 を B O D で見れば 、 天神川 ( o. 6 ~ 1 2 p pm ) 、

及び天神川 に流入す る 小鴨川 ( 0 5 ~ 0. 9 P pm ) 、 三徳川 ( 0 7 ~ o. 9 p Pm )等、 いずれ も 清

浄であ る 。

本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較す る と 、 やや悪 く な っ て い る地点 ( 三徳川 、

小鴨川 の巌城 、 天神川 の 田後 、 小 田等 ) と 若干良 く な っ て い る 地点 ( 天神川 の穴鴨 、 小鴨川

の河原町 、 関金等 ) があ る が 全体的に は ほぼ前年度 と 同程度であ り 経年的 に見て も 特

に 水質の変化はみ ら れな い 。

表 62 測定結果

水 域 名 魔 地 点 名
測定
回数

p H
D O

(p事の

B O D

( 跡四)

S S

( ppm
大 腸 菌 群 数

( MP N/1 0 0 解“ )

天神川水系
天 神 川 AA祭船榮

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨 4022223111 1ニームー墨?“ハUZZ字ヌヌ 00000T上11ムー具14
1 . 2 ( 1 . 3 )

1 . 2 ( 1 . 4 )

o. 7 ( o. 8 )

o. 6 ( o 6 )

o. 6 ( o 6 ) 44233
1 . 3 × 1 0 ~ >2 4 × 1 0 5

2 3 × 1 0 3 ~ >2 4 × 1 0 5

2. 3 × 1 0 3 ~ >2 4 × 1 0 5

6, 8 × 1 0 2 ′し 3 3 × 1 0 4

4. 9 × 1 0 2 ~ 1 . 7 × 1 0 隻

小 鴨 川

巌 城

河 原 町

関 金

今 西 2222す.ユー墨14T.上 れ7 27 2筍
1 1

1 0

1 0

1 0

o. 9 ( 1 . 1 )

0. 6 ( 0. 7 )

O 5 ( O‐ 5 )

0 6 ( o. 6)

3

2

2

2

3. 3 × 1 0 3 ~ 9 5 × 1 0 ÷

3 3 × 1 0 3 ~ 7 9 × 1 0 4

2 4 × 1 0 3 ~ >2. 4 × 1 0 5

4 5 × 1 0 2 ~ 1 . 1 × 1 0 5

国 府 ′ I 福 光 1 2 7. 2 1 1 o. 8 ( o. 8 ) 4 2. 8 × 1 0 3 ~ 1 . 7 × 1 0 5

三 徳 川
横 手

片 柴 2214性.4
7. 1

7 1

1 0

1 0

o. 9 ( 1 . o)

0. 7 ( o. 7)

3

3

2 2 × 1 0 3 ~ 2. 4 × 1 0 5

1 . 3 × 1 0 3 ~ 7. 9 × 1 0 俵

加 茂 川 l 森 1 2 7 0 1 0 o. 6 ( o 5 ) 2 7. 9 × 1 0 2 ~ 6 4 × 1 0 4

( ) 内 は 7 5 % 値

度 ( 測定地点図 )

BOD ( p pm ) ( B O D 最大 ~最小値 )
天 神 川 40

日 本海 3. 5
× 年平均値

3 0

小 田 田後 2 5

福光巌城 横手 片柴 2. 0

関 金 翰ヲ強 森 1 ‐ 5慾西 1 . O

ま ま L 衾鴨 0‐ 5

o 5 1 0加 田 小 大 今 穴 巌 河 関 今 福 横 片 森
原

後 田 原 泉 鴨 城 町 金 西 光 手 柴

一7 1 -



表63 経年変化

水 域 名 地 点 名 B O D 年 平 均 値 ( p pm )
昭和51年度 昭和52年度 昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度

天神川 水系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

1. 5

1 . 8

0 9

0. 8

0 6

1 . 1

0 9

0 8

0. 6

1 . O

0 7

0. 7

■◆ 1 . 6

=◇ 1 . 7

玲 0 7

一 0 7

=◇ 0. 5

心 0 8

診 o 6

0. 8

0. 6

少 0 9

=◇ 0. 6

少 0 6

こ◇ 1 . 4

■◆ 2. o

0. 7

恥 o 5

は 8･ g
0 6

◇ 0 7

吟 0 7

11◆ 1 . 3

1◆ o. 7

吟 0 7

=◇ 1. 0

め 1 8

→ o 9

1◆ 0. 7

3 0 6

一 1 0

11◆ 0. 8

→ o 8

=◇ o. 5

=◇ 0. 9

珍 0 5

め 0 5

=◇ o. 9

=◇ o. 9

±◇ o. 7

守 0 6

11◆ o. 7

三◇ o. 8

◇ o 7

=◇ o. 6

→ o 6

二◇ o. 8

軸◆ o. 6

I1◆ o. 6

-◆ 1 . 2

一 1 2

0. 7

0. 6

字 0 6

一 0 9

め 0 6

=◇ 0 5

0 6

-◇ o. 9

吟 0 7

0 6

日 野川水系

日 野川 は 日野橋 〔 河 口 か ら 約 3 伽 上流 ) か ら 上流は河川類型AA 、 下流は類型Aの環境基準

が定 め ら れて い る 。 類型Aの地点は B O D ( 7 5 % 値 ) 1 2 ~ 1 3 P Pm と 基準 に適合 し ている

が 、 類型AA の水域では 、 溝 口 の 1. l p pm を除いて他の地点はいずれ も 基準値 を満足 している。

B O D 以外の項 目 の環境基準適合率 を見 る と 、 類型AAの 水域では 、 D O 1 0 0 % 、 S S 9 7 % 、

大腸菌群数 6 % 、 類型Aの 水域では 、 D O 9 6 % 、 S S 9 3 % 大腸菌群数 5 % と な っ て い る 。

水質の伏況 ( B O D ) は 、 日 野川 ( o. 7 ~ 1 . 3 p pm ) 、 及び法勝寺川 ( o 9 ~ 1. 2 P Pm ) 、 板井

原川 と も 、 いずれ も 清浄な 水質 と い え る 。

こ の 水系の 水質 を B O D で前年度 と 比較する と 、 日 野川 では皆生 ( o 7 ･→1 3 p pm ) 、 溝 口

( 0. 6 ･→ 1. 1 P Pm ) 、 生山 ( 0 6 -→0 9 P Pm ) な ど、 全地点で悪化がみ ら れ 、 ま た 法勝寺川 、 板

井原川 と も 若干悪化 し てい る の が注 目 さ れ る 。 し か し 、 経年的 に見 る と 、 いずれ も 大幅な 水質

の変化は認め ら れず 、 ほぼ横ばい の水質 を保 っ てい る 。

表 64 測定結果

水 域 名 躯 地 点 名 讓 p H
D O

(眸m

B O D

(ppm )
S S

(ppm
大 腸 菌 群 数

( MP N/ 1 00靴“ 〕

日野川水系
日 野 川

A

A

AA

AA

AA

AA

AA

AA

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

2 4

3 1

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 0

7 3

7 2

7 1

7 1

7. O

7. 1

7. O

9 8

1 0

1 1

1 0

1 1

1 1

1 1

1 1

1 ‐ 3 く 1 ‐ 3 )

1 . 1 ( 1 . 2 )

1 . 0 ( 1 . 0 )

1 . 1 ( 1 . 1 )

o. 8 ( o. 9 )

0. 8 ( 1 . o )

o. 9 ( 1 . 0 )

G 7 ( o. 8 )

9

1 1

9

1 1

6

5

4

3

6 2 × 1 0 2 ~ 1 . 3 × 1 0 4

1 . 4 × 1 0 2 ~ 3. 3 × 1 0 4

1 . 3 × 1 0 3 ~ 1 . 1 × 1 0 4

7 9 × 1 0 2 ~ 1 . 7 × 1 0 4

1 3 × 1 0 2 ~ 7. 9 × 1 0 3

1 7 × 1 0 2 ~ 4 9 × 1 0 3

3. 3 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 3

4. 5 × 1 0 ~ 4. 9 × 1 0 3

法勝寺川
福 市

法 勝 寺

1 2

1 2

7. O

7. O

9 9

1 0

1 . 2 ( 1 . 2 )

0. 9 ( 0. 9 )

1 9

1 2

3. 3 × 1 0 2 ~ 2. 8 × 1 0 4

3 3 × 1 0 2 ~ 1 3 × 1 0 5

板井原川 高 尾 1 2 7. 1 1 0 o. 7 ( 0 7 ) 3 1 . 3 × 1 0 2 ~ 1 . 7 × 1 0 4

( ) 内 は 7 5 % 値
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( 測定地点図 ) ( BOD 最大~最d溜直 )

日 野 川 BOD (ppm) × 年平均値
-

‘

『

〉 く

〉 く 、 ′ 1 , T T , i , T

- . ‐ ㈲ ‐彎 杢 奮 ネー 彎 を

美保湾 3. 0

車 尾 2. 5

福市 べ 幡 2. 0
法勝寺 口

1. 5

下榎 式庫 1. 0

高 尾 0. 5

矢戸 生山 。
皆 車 八 溝 式 下 生 矢 福 法 高

0 5 1 0 15 加 勝
生 尾 幡 口 庫 榎 山 戸 市 寺 尾

表65 経年変化

水 域 名 地 点 名

B O D 年 平 均 値 ( ppm )

單和 5 度 庫和 5 浚 單和 5 曇 軒 5 鋒 馨和 5 漫 潭和 5 曇

日 野川水系

日 野 川

法勝寺川

板井原川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

1 0

1 . 3

0 9

0. 9

0. 8

0. 7

0. 8

0 7

1 2

0. 9

1 1

1 . O

三◇ 1･ 0

め 0 7

め 0 7

0. 8

0. 7

め 0 7

=◇ 0. 6

一 1 3

=◇ o. 8

=◇ o. 5

め 0 9

→ 1. 1

0 7

玲 0 6

め 0. 7

め 0 6

0 7

心 0 5

め 0 9

◇ 0. 7

吟 0. 6

吟 1 . 1

→ 1. 3

吟 o 8

や 0. 8

守 0. 6

わ 0 5

め 0 6

呻 0 6

→ 1. 1

0. 7

玲 0. 5

玲 0 7

め 0 9

め 0. 6

め 0 6

→ 0. 7

→ o. 6

0. 6

0 6

◇ 0. 9

0 7

0. 5

禰◆ 1 . 3

1◆ 1 . 1

1◆ 1 . o

一 1 1

一 0 8

■◆ o. 8

11l◆ 0. 9

11l“ 0. 7

吟 1 2

11◆ 0. 9

11l- 0. 7

佐) 都市河川

旧 袋川 ( 鳥取市 ) の 水質 は 、 B O D ( 7 5 %値 ) 3. 0 ~ 6. 8 ppm ( 河川類型 C ~ D相当 )

と 汚濁 し て お り 、 前年度の測定結果 と 比較 し て み る と 、 上流部の三洋大橋 ( 1 2 → 5 2

p pm ) は かな り 良 く な っ て い る が 、 中流部及 び下流部 では若干悪化 し て い る 。

玉川 ( 倉吉市 ) は 、 上流部の 八幡 ( o 9 p pm ) を 除い て 4 6 ~ 1 8 ppm ( 河川類型 C ~

団 よ り 悪い ) と 依然 と し て汚濁 し て お り 、 特に 西仲町の地点が著 し し か し 、 前年度 と

比較する と各地点 と も かな り 良 く な っ て い る 。
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旧加茂川 ( 米子市 ) は 9. 0 ~ 1 5 ppm ( 河川類型 D ~ 団 よ り 悪い ) と 全水域で汚濁 し て

い る が 、 前年 度 と 比較する と 、 各地点 と も 若干良 く な っ て い る 。 こ れ ら の都市河川の経年

変化 ( 昭和 5 1 年 ~ 5 6 年 ) を見 る と 、 旧 袋川 は上流部は幾分悪化 し て い る が 、 下流部は

やや良 く な る傾向 を示 し て い る 。

又 、 玉川 は ほ ぼ横ばいの 水質で推移 し て い る が 、 旧加茂川に つい て は たんたん良 く な っ

て き て い る こ と が認 め ら れる 。

表66 測定結果

河川名 雌 地点名
測定
回数 p日

DO

@pm)

BOD

(p pm)

S S

(p pm)
大 腸 菌 群 数
(MP Nレ 1 00 翔り 灘紫

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋

三洋大橋 2284846111212 0979802766667字 55703056657789
4.6 ( 5 0 )

4.2 ( 4 3 )

5 5 ( 5 1 )

3 1 ( 3 0 )

3 9 ( 4 2 )

3 5 〔 4 2 )

5.2 ( 6 8 ) 09591302111221
4 6 × 1 0 4 ~> 2 4 × 1 0 5

2 8 × 1 0 3 ~> 2 4 × 1 0 5

4 6 × 1 0 3 ~> 2 4 × 1 0 5

4 9 × 1 0 3 ~> 2 4 × 1 0 5

4 9 × 1 0 3 ~> 2 4 × 1 0 5

7 9 × 1 0 3 ~> 2 4 × 1 0 5

1 . 7 × 1 0 4 ~> 2. 4 × 1 0 5

4 8

3 8

3. 1

2 6

2. 8

3 5

1 2

玉 川

巌 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 222221上1具合具1-4増よ D1423ヮ･ヮーヮーヮーヮ,
7 6

6. O

7 . 7

9 2

1 0

4 2 ( 4.7 )

1 2 ( 1 3 )

1 6 ( 1 8 )

5 2 ( 4.6 )

0.8 ( 0 9 )

1 5

1 3

7

4

3

3 3 × 1 0 4 ~> 2 4 × 1 0 5

1 7 × 1 0 5 ~> 2 4 × 1 0 5

3 3 × 1 0 4 ~> 2 4 × 1 0 5

3 1 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 5

1 7 × 1 0 3 ~ 3 3 × 1 0 4

6 9

1 7

2 3

1 1

0 8

旧加茂川

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 ･ 橋

加茂川橋 222221414｢具1ニー具 9888866666 8900544666
8 5 ( 1 2 )

1 1 ( 1 5 )

7 1 ( 9 0 )

8 6 ( 1 2 )

1 2 ( 1 2 )

1 1

1 7

1 6

1 6

2 3

7 9 x 1 0 4 ~> 2 4 × 1 0 5

1 . 3 × 1 0 5 ~> 2 4 × 1 0 5

1 1 × 1 0 5 ~> 2. 4 × 1 0 5

2 4 × 1 0 5 ~> 2 4 × 1 0 5

1 7 × 1 0 5 ~> 2 4 × 1 0 5

1 2

1 2

7 6

9 2

1 2

( ) 内 は 7 5 %値

- 7 4‐一



( 測定地点図 )

旧袋川

日本海

　 　　　　　　

≠ 弁天橋
　 　 　　 　
　 　 　
こ

BOD

( BOD 最大~ 最小値 )

× 年平均値

BOD

玉 川

至 よなこ 、べく ら J し
　

国府リ - - つ つふき

巌 西 八

仲 幡

城 町 町

とつ と り

旧加茂川
日

　　 　

中 - 李と っ し り
　 　 　 　 　 　　

　 　　　 　
　 　　　 　

(46)

　 　 　
橋 橋 緒

- 7 5-
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表67 経年変化 ( BOD : p pm )

水 域 名 地 点 昭和5 1年 度 昭和52年度 昭和 53年 度 昭和54年度 昭和55年 度 昭和56年度

旧 袋 川

玉 川

旧 加茂 川

7 地 点

5 地 点

5 地 点

1 .7~ 1 1

0.9~ 2 4

2 1~ 3 2

◇ 1 .6~ 7 6

め 1 . 1~ 1 0

1 8 ~ 3 4

11◆ 4.0 ~ 6 8

翻す◇ 〇 9~ 2 9

■◆ 1 7~ 4 2

坤> 3 4~ 5‐8

三宅> O 9~ 1 4

=弍> 1 8~ 2 4

1◆ 2 6~ 1 2

■◆ O‐ 8~ 2 3

に壽> ス 6~ 1 2

『> 3 1 ′~ 5 5

『> O‐ 8~ 1 6

『> 7‐ 1 ~ 1 2



② 二級河川

県内の主要二級河川 1 2 河川に つ い て 、 それ ぞ れ各三地点の測定結果を 見れば 、 蒲生川 、

加勢蛇川 、 阿弥陀用は B O D ( 7 5 %値 ) 1 p pm以下 ( 河川類型A A 相当 ) と極め て清浄

な水質で あ り 、 他の河川 も 1 ppm 前後 と いずれ も 清浄な水質 を維持 し て い る が、 勝 部用 、

由良川がや や高い B O D値 を示 し て い る 。

各河川の水質に つ い て 、 前年度 と の対比 を見る と 、 蒲生川 、 勝部用 、 由良川で各地点 と

も 若干悪化 し て い る が 、 阿弥陀川 、 佐陀川で は やや良 く な っ て お り 塩見川 、 河内川 、 加

勢蛇川 は同程度であ る 。

ま た 、 経年変化を 見る と 、 蒲生川 、 塩見川 、 河 内川 は 、 幾分良 く な っ て き て い る こ と が

認 め ら れる が、 他の河川 は ほ ぼ横ばい の伏態で あ る と い え る

表68 測定結果

河川名 艇 地点名 讓 p亘
DO

(ppm)

B O D

( p pm)

S S

@ pの
大 腸 菌 群 数
( MPN/1 00 勿の

55年度
OD、
ppm〉

蒲 生 川

本 庄

恩 志

太 田 444 898666
9 9

1 0

1 0

0 6 ( 0 5 )
0 7 ( 0. 8 )

0 7 ( 0 7 ) 第54
1 3 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 3

2. 4 × 1 0 3 ~ 7 . 9 × 1 0 3

4. 0 × 1 0 ~ 4 9 × 1 0 3 566OQQ
塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 444 97966&
8 9

6. 8

1 1

1 . 2 ( 1 . 1 )

o. 9 〔 0 9 )

o. 6 〔 0. 7 ) uum
3 3 × 1 0 3 ~ 3 5 × 1 0 4

3. 3 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 4

1 . 7 × 1 0 2 ~ 2 4 × 1 0 3 826Q10

河 内 川

宝 木

宿

来 日 444 899666
9 9

1 0

1 1

1 . o ( 0. 8 )
1 . o ( 1 0 )

0 6 ( 0 6 ) 4 373
6. 4 × 1 0 2 ~ 1 6 1 0 5

1 . 1 × 1 0 3 ~ 1 6 × 1 0 5

1 7 × 1 0 2 ~ 2 8 × 1 0 4

1 0

1 1

< o. 5

勝 部 用

青 谷

吉 川

善 田 444 988666
8 8

1 0

9 9

2. 0 ( 2 8 )

o. 8 (《o 5 )

1 . 5 ( 2 1 )

9

3

1 0

1 . 6 × 1 0 5 ~>2 4 × 1 0 5
3 1 × 1 0 3 ~ 9 2 × 1 0 4

3. 3 × 1 0 3 ~ 1 . 6 × 1 0 5

L 4

0. 7

L 1

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

東 亀 谷 444 鱒"複 185a99
1 . 8 ( 1 . 9 )
1 . 4 ( 1 . 4 )

2. o ( 1 . 6 )

1 0

8

4

3. 3 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 4

4. 9 × 1 0 3 ~ 3 3 × 1 0 4

7. o × 1 0 3 ~ 7. 9 × 1 0 4

1 . 5

0. 8

1 . 8

加勢蛇川

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 444 422ヮ‘ヮ･ヮ･ 約mm
0. 9 ( 0. 9 )

o 9 ( 0. 8 )

o. 6 ( 0. 6 )

4

3

2

4. 5 × 1 0 2 ~ 3 3 × 1 0 3

4. 5 × 1 0 2 ~ 3 3 × 1 0 3

1 . 1 × 1 0 2 ~ 7. 9 × 1 0 3

0. 7

0. 7

0. 7

阿弥陀川

所 子

坊 領
原 444

7 3

7 . 1

7 1 1 0mm
0. 9 ( 0 9 )

o. 9 ( 1 . o )

0 6 ( 0 6 )

3

4

6

3 3 × 1 0 2 ~ 1 . 7 × 1 0 4

2 2 × 1 0 2 ~ 3 5 × 1 0 3

7 8 × 1 0 ~ 4 9 × 1 0 4

1 . 2

0. 9

0 8

佐 陀 川

佐 陀

吉 長
福 万 444 ね6 97 2 mm鱒

1. 2 ( 1 . 3 )

0. 9 ( 0. 8 )
0 9 ( 0 9 )

1 1

1 2

1 3

7 . o × 1 0 2 ~ 2. 2 × 1 0 4

2. 2 × 1 0 3 ~ 9. 2 × 1 0 4

2 2 × 1 0 2 ~ 7 0 × 1 0 4

1 . 3

L 5

1 . O

( ) 内 は 7 5 %値

- 7 6 -



( 測定地点図 )

( 塩見! = ) ( 蒲生川 ) ( 河 内川 ) ( 勝部川 )

日 本 、~ 本庄 恩志 日 本海一 日 本海

　　
　　来

　 　 　 　

E浄

、 細川太 田
　　 　

箭溪 □ 生
川 川

と

加 〇 5 1 〇 l 5 なれ覆

BOD BOD BOD BOD

き き認箋辞す ね 塗 マ ネ 註Ppf ま きま ま ま

か

本 悪 太 細 海 箭 宝 来 青 吉 善

庄 志 田 川 士 撲 木 日 谷 川 田

( 由良川 ) ( 加勢蛇 i = ) ( 阿弥陀川 ) ( 佐陀 ! = )

上伊勢 所子 佑陀
坊領

日 本海 日 本海 日 本海 口 本海
　　　　　　 　 　 　 　　　 　 　　

油[一

　　　　　
亀谷 “□
/ 八択 原

// 二 本杉 n盲m 吉尾 令 福万
D 1 一 ･レ ハ久田 ] ^ ＼

BOD BOD BOD

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
戸 沢 谷 芻 盛 諺 子 領 原 陀 長 万

表69 経年変化 ( B O D PPm )

水 域 名 地点名 F 5 度
昭和 5 2
年 度

昭和 5 3

年 度
昭和 5 4
年 度 雅和 5 養 軒 5 曇

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加勢蛇川
阿弥陀川

佐 陀 i - -

3 地 点
“

“

“

“

“

“

“

1 .3~ 2 0

1 4~ 5 1

1 0~ 1 2

1 . 1 ~ 2 2

1 . 1~ 1 9

0 7~ 0 9

0 7~ 0 9

0 9~ 2. 1

わ 1 伊 1 0
め 1 浄 2.3
申 0俳 2 3

→ 1 伊 2 3
の 1 . 1~ 1 8
わ 0.5~ 0･7

0 6~ 1 0

め 0“ 1 1

弓◆ 1 ‐3 ~ 1 8
め 1 6~ 2 0
1◇ 1 2~ 4 1

1 5~ 2 4

一 1 1~ 3.0
0.6

一 1 0~ 1 2
一 1 2~ 1 6

わ 0 浄 1 2
め 0 げ 1 6
◇ 0浄3.5

→ 1 .7~2 8
0 8~2 5

0 6~0.7

わ 0.7~ 1 2
→ 1 伊2 3

◇ 0 5~0 6
わ 0.6~ 1 2
わ く05~1 1
9 0 7~ 1 4
9 0 8~ 1 8
→ o.7

吟 0.8~ 1 2
の 1 0~ 1 .5

一 0 6~ 0. 7
0 6~ 1 2

0 6~ 1 0

吟 0 8~2 0
→ 1 . 4~2 0

0 6~0 9

め 0 6~0 9
わ 0 9~ 1 2

- 7 7 -



イ 湖 沼

の 湖 山 池

湖 山池 は 、 環境基準の湖沼類型 A が定 め ら れて い る が 、 C O D ( 7 5 %値 ) は 4 9 ~ 6 7

p pm と 4 地点 と も 環境基準に適合 し て お ら ず 、 類型 B ~類型 C に 相 当 し て お り 依然 と し

て池全体が汚濁 し て い る 。 ま た 、 その 他の項 目 に つ い て環境基準適合率 を み る と 、 D O 9 4

% S S 1 5 % 、 大腸菌群数 7 5 % と な っ て い る 。 C O D に つ い て 前年度の 水質 と 比較す

る と 4 5 ~ 4 9 p p m→ 4. 9 ~ 5 7 p pm と各地点 と も 若干悪 く な っ て いる が 、 経年的 に 見

れば水質に 大 き な変化 はみ ら れな い 。 湖中央部の 全廃 ( T - P ) は 、 ほ ぼ前年並みで あ る

が 全窒素 ( 肥 - N ) は増加 し て い る 。
増

当 ( 測定地点図 )表 70 測定結果

地 点 番 号

及び地点名

測定

回数
p日

DO

(ppm)

COD

(ppm)

S S

(ppm)

大腸菌群数

(MPN/1 O O“ )

5 5年度
O D

ppm,

①布勢地先 12 8 1 9 8 (ほ ら 1 6
1 . 4 × 1 0 2

~ 5. 6 × 1 0 3 4 8

②堀越地先 12 8. 0 9. 6 進も 1 3
1 . 2 × 1 0

~ 1 2 × 1 0 4
4 5

③中 央 部 12 8 0 9 5 なあ 1 5
8. 1 × 1 0

~ 2. 4 × 1 0 3
4 5

④松原地先 12 8 1 9. 7 (ほら 13
7 8 × 1 0

~ 2. 9 × 1 0 3 4 9

( ) 内 は 7 5 %値

D ( COD 最大~ 最小値 ) rr一N ( fP -N fr-Pの経年変化 ) T一P
( p pm) × 年平均値 ( p pm ) /ハ、 中央 部 ( p p m

1 0 / 0 120

アべき--- - -‘と
10 0 5 0 0 5

一一 T-N (全窒素 )

- - T-P (全燐)

布 堀 中 松 昭 昭 昭 昭 昭

獲 央 蠣 和 和 和 和 和52 53 54 5 5 56

先 先 部 先 年 年 年 年 年

表7 1 経年変化 ( COD PPm )

水 域 名 地 点 腔和 5 度
昭和 5 2

年 度 潭和 5 護 鑿和 5 鋒 距和 5 盪 單和 5 漫
湖 山 他 4 地 点 5 5~ 5 6 → 5.8~ 6 5 1l, 7 3~ 9 4 わ 4 6~5 4 珍 4 5~ 4 9 一 4 9~ 5 7

- 7 8-

.
‘
‘
･
‘
‐
･

･
‘
‐
‐
‘
‐

‐
‐
･
.
･
･

.
･
.
･
･
･
1
1
.
‘
‘
‘



“) 多 鯰 池

多鯰池 は 、 環境基準の類型指定が さ れて い な い が 、 C O D ( 7 5 %値 ) で見 る と 3 6 ~

4 1 p pm と 湖沼類型 B に 相当 し てい る 。

水質 は 、 他全体が平均 し て若干汚濁 し て お り 、 前年度 と 比較する と やや悪化 し て い る が 、

経年的に み る と 、 ほ ぼ同程度の水質 を維持 し て い る 。 湖 内の 3 地点 を平均 し た全窒素 ( rp

- N ) 及 び全燐 ( T - P ) に つ い て み る と 前年度 と 変化 は見 ら れな い 。

4

見
( 測定地点図 )表 72 測定結果

地 点 番 号

及 び地点名

測定

回数
p H

D O

(p pり

COD

@pの

S S

(ppm)

大腸菌群数

( MPN/1 00“〕
汐幣
( ppm)

① 西 部 4 6 6 7 2 (窪 も 5 < 1 8~ 3.3 × 1 0 3. O

② 東 南 部 4 6 7 8 8 ざ ら 3 < 1 8~ 8 8 × 1 0 3 0

③ 北 部 4 6. 7 8. 1 ざ る 4 4 5~ 9 4 × 1 0 3 1

( ) 内 は 7 5 %値

もの 〔⑩最大 ~ 最d･値 ) 苛もmねN 叩-P の経年変化 ) 平群)
× 年平均値 湖平均値

丞 , 永 。‐ 5
0 0 5

　 　 　 　 　 　 　 　53 54 5 5 5 6
p m )

表 73 経年変化 ( C OD . p pm) 年 年 年 年

水 域 名 地 点
昭和 5 1
年 度 翠和 5 浚

昭和 5 3

年 度 雅和 5 設 潭和 5 曇 鑿和 5 漫
多 鯰 池 3 地 点 3 7~ 4.O 3 7~ 4.O 吟 4 1~ 4･3 0 28~ 3.3 3 0~ 3 1 一 3 6~ 3.9

靭 東 郷 池

東郷池は 、 湖沼類型 A が定 め ら れて い る が 、 C O D ( 7 5 %値 ) でみ る と 、 3 9 ~ 4 8

p p m と 4 地点 と も 環境基準に適合 し て お ら ず 、 類型 B 相 当 と 若干汚濁 し てい る 。 ま た 、 そ

の 他の項 目 の 環境基準適合率 は 、 D O 9 2 % 、 大腸菌群数 7 1 % 及び S S 2 1 % と な っ て

い る 。

本湖の 水質は 、 湖全体 で ほ と ん ど均一であ り 、 前年 度 と 比較する と や や良 く な っ て お り

経年変化 を 見て も 良 く な っ て き て い る 。 ま た 、 中央部の全窒素 ( 型 - N ) は 前年度 よ り も

やや増加 し て い る が 、 全燐 ( rP - P ) は 前年並み であ る 。

- 7 9 -



表74 測定結果 ( 測定地点図 )

橋津川

下浅津

上浅

② 松崎
③ ④

0 1 加

地 点 番 号

及び地点名

測定

回数
P日

DO

蛔回

COD

@pm)

S S

@pの

大腸に盡僻蕁艶女

(MP耽溺の
瓱諄
(pp m)

① 下浅津地先 1 2 8 1 1 0 淺) 7
1 . 2 × 1 0
~ 2 2 × 1 0 3 3 9

② 中 央 部 1 2 8 1 9 5 滋) 9
7 4 × 1 0
~ 1 7 × 1 03 4. O

③ 野 花 地 先 1 2 8 0 9 5
3. 9

(3. 9)
1 0

5 1 × 1 0
~ 3 3 × 1 03 4 1

④ 松 崎 地 先 1 2 8 2 9. 9
3. 9

(3. 9)
6

2 3 × 1 0 2
~ 5 6 × 1 0 3 3. 9

( ) 内 は 7 5 %値

鯲⑥礬“鉤群 ) 逐一蝉) (ひき鼾年変化〉 平群)

下
浅
津
地
先

0 0 5

一一 rr -N ( 全窒素 )

← → rr - P (全燐 )

　 　 　 　 　部

表75 経年変化 ( COD p pm )

水 域 名 地 点 数
昭和 5 1
年 度

昭和 5 2
年 度 潭和 5 羞

昭和 5 4
年 度

昭和 5 5
年 度

昭和 5 6

年 度

東 郷 他 4 地 点 6 5~ 6 7 ◇ 5 9~ 6 1 一 6 3~ 6 7 ◇ 4 9~ 5 9 わ 3 9~ 4 1 弍> 3 8~ 3 9

③ 中 海

中海 は湖沼類型 A の環境基準が定 め ら れて い る 。 C O D ( 7 5 %値 ) で見 る と 、 境水道

中央部 ( 3 0 ppm ) 、 渡町地先 ( 2 9 p pm ) と 2地点 で類型 A に適合 し て い る が、 他の地点

は 、 類型 B ~類型 C に 相当 し て お り 、 特 に米子湾中央部 は 6 6 p pm と最 も汚濁 し て い る 。 他

の項 目 の環境基準適合率 を見 る と D 0 4 9 % 、 S S 2 7 % 、 大腸菌群数 8 2 % と な て

い る 。

前年 度の 水質 と の 比較 を見 る と 米子湾中央部は 5 9→ 6 6 p pm と 悪化 し て いる が、 他の

地点 は ほぼ横ばい で あ る 。 水質の経年変化 を見 る と 、 米子湾中央部 は悪化 し て き て い る が

そ の他の地点で は 、 若干良 く な っ て き て い る と い う こ と がで き る 。

ま た 、 米子湾中央部の 全窒素 ( T - N ) 全燐 ( rF - P ) の経年変化 を 見る と 特に T

-N が近年増加 し て い る の が 目 に つ く 。

- 8 0-



( 島根県 ) ③ 米子市

表 76 測定結果

地点番号
及 び
地 点 名

測定

回数
p耳

DO

@pの

COD

@pm)

S S

(ppm )

大腸菌群数

( 皿PN%oo“)
糖客
@pの

①墓蝉 24 8 4 7. 8 (獨 6
7. 8
~ 2. 4 × 1 0 4

2 6

場 鑿 1 2 8 1 7. 2 ( 参 る) 1 0
< 1. 8
~ 1 . 1 × 1 0 3

2 1

鰡鱗 12 8 5 7. 8
3. 1

( 3. 3)
4

6 1

へ 9. 1 × 1 0 2
3 3

④燧 雍 24 8 4 7. O ばち 7
7. 5

~ 8. 8 × 1 0 2
3 5

鱗鷲 24 8 7 9. 3
6. 6

〔6. 6)
1 0 くそ蓼 益 夫 全 o 4 5 9

( 〕 内 は 7 5 %値 0 5 1 0 伽

T
I
*
上

境
水
道
中
央
部

表 7 7 経年変化 ( COD : p pm )

水 域 名 地 点 数 軒 5 度 膣和 5 蜂 單和 5 羞 單和 5 錢 翠和 農 鑿和 5 曇

中 海 5 地 点 3 8~ 6 1 守 3.5~ 5 6 3 6~5.4 め 2 (ト 5 1 2 1~ 5 9 ■◆ 2‐ 7~ 6 6

N IP一P

(ppm) ( fr-N ･ 肥~Pの経年変化 ) (ppm)米子湾中央部

-｢ fr -N (全窒素 )

← 『 P-P (金燐 )

昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和
52 53 54 5 5 5 6

年 年 年 年 年

- 8 1 -
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<参考> 中海島根県水域の測定結果 ( 建設省及び島根県測定 )

②ゞ
(大橋川)① ③ ⑤

　　　　　

( 島根県 ) 米子市

0 5 1 0 加

地 点 番 号

及び地点名

測定

回数
pH

DO

(p pり

COD

( p pm)

S S

(p pm)
酷厚
(ppm)

① 発橋地 堤 1 8 8 3 8. 9
4 5

(5. の
1 0 4 5

② 田 島 地 先 5 8 1 5. 4
4. 1

(4. 5)
7 6 3

③ 意東鼻地先 1 7 8. 4 7. 5 (鯰 1 1 4 6

④ 中海中央部 1 7 8 3 7. 3 ばら 9 4 0

⑤ 畿梨地 堤 1 6 8 4 7 6 (含 も 8 3 7

⑥ 安来港地先 1 6 8 5 7. 2 (漁 ら 1 0 3 5

( ) 内 は 7 5 %値

<参考> 諏訪湖 、 霞ヶ浦及び兄島湖の環境基準の あ て は め並びに 水質汚濁の 状況 と の 比較

水域名
都道

府県

類型指定

年 月 日

指 定 類 型

達 成 期 間
C O D 測定値 ( p pm ) ‐ 平均値

騨 C O D 離 霧 璃 鵯 霊 霧 霧
諏訪湖

霞ヶ浦

児島湖

湖 山池

東郷池

中 海

"

長野

茨城

岡山

鳥取

“

“

“

46 5. 25

47. 11 6

46 5 2 5

46 9. 1 4

46 9. 1 4

4 7 1 0. 3 1

" AABAAA“
3ppm以下

3ppm以下

5PPm以下

3PPm以下

3Ppm以下

3ppm以下

1 5年以内

5年を超える期間で
可及的すみやか に

1 0年以内

5 年 以内

5 年以内

5 年以内

“

湖 心

"

樋 門

湖 心

“

米子湾
中央部
境水道
中央部

6. 7

7 . 2

1 1

6 0

5 8

6. 6

3 4

6 8

6 2

1 0

5 7

6 5

7 9

3 8

9. 1

7 1

1 1

5. 6

6 1

6 1

3 4

1 1

9 1

1 1

7 3

6 4

5 4

3 6

6 3

1 2

9 8

4 7

5 5

5 1

2 9

5 1

7 9

G勘
9 0

4 5

4 0

5 9

2 6

ゥ 海 域

の 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾計画水域 ( 地点番号② ) は 、 海域類型 B 、 そ の他の水域は

類型 A の環境基準が定 め ら れて お り 、 C O D ( 7 5 %値 ) で見る と 、 類型 B の 水域 も 現在

水質 は 1 6 ppm と類型 A相当 の 水質 を保持 し て お り 、 D 0 、 油分の 環境基準適合率 も 1 0 0

% で あ る 。 類型 A の 水域の う ち 、 地点番号①の地点が C O D 2 8 p pm と やや汚濁 し 、 類型

B 相当 と な っ てい る が 、 こ れは境水道 を通 じ て 、 中海水質 ( 境水道中央部 3 0 p p m ) の 影

響 を強 く 受け てい る も の と 思われる 。 そ の他の 水域の C O D はいずれ も 環境基準に 適合 し

て い る ま た 、 本水域で は油分 はすべ て不検出 で あ る



水質の変化を 見る と 、 前年 度に 比べ地点番号②の 水域で 1 . 6 -→ 1 . 4 ppm と や や良 く な っ

て い る 以外横ばい か若干悪 く な っ て い る が 、 経年的に は ほ ぼ同程度で 、 地点番号①の地点

を除 き 、 清浄な水質 を保 っ て い る 。

表 78 測定結果

調査地点番号
及 び 地 点 名 艇 蜜定数 pH

DO

(p p m)
COD

( p pm)
大 腸 菌 群 数

(MPN/1 00 勿“ )
油 分

(ppm )
毬露
(ppm)

① 境廟囃贓鯛 A 12 8. 3 7. 9 (髪) 1 9 ~ 4 5 × 1 0 3 ND 2 2

② 境港市福定需れ "B 1 2 8 2 7. 6 ( 生き〕 < 1 8 ~ 8. 8 × 1 0 2 “ 1 6

③ 境港市福鰐響為 A 12 8. 2 7. 8
1 . 4

( 1 . 5)
< 1 . 8 ~ 1 . 4 × 1 0 “ 1 3

④ 米子市大篠津町地先
冲 0 5 伽

A 1 2 8 2 7 7 ( 至 ら < 1 . 8 ~ 3 4 × 1 0 “ 1 . 3

⑤ 米子市皆生地毎 伽 A 1 2 8 2 7 7 ( 至 ら < 1 . 8 ~ 2. 7 × 1 0 2 “ 1 3

⑥ 日 野川呪寮 . 伽 A 1 2 8 2 7 9 (“) < 1 . 8 ~ 1 . 9 × 1 0 3 " 1 . 2

⑦ 日 野川饗鰐観 伽 A 12 8. 2 8 0
1 4

( 1 . 7)
< 1 . 8 ~ 2 9 × 1 0 3 “ t ‐ 4

⑧ 淀4町佐陀地& 観 A 1 2 8 2 7 8
1 6

( 1 . 8)
< 1 8 ~ 1 . 3 × 1 0 3 “ 1 . 4

( ) 内 は 7 5 % 値 ND : 検出 さ れず

( 測定地点図 )

COD ( COD 最大~ 最小値 )

4 0 m x 年平均値

② ③

④

3 0

2 0

⑤ ⑥ ⑦

皆生 ⑧
1 0

米子市 吉 も
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ j 津

　 　

0 5 1 0 拗 艾

O

地

点
番
号

表 79 経年変化 ( COD PPm )

水 域 名 地 点 距和 5 疫
昭和 5 2
年 度 馨和 5 護 庫和 5 鋒 單和 5 漫 潭和 5 曇

美 保 湾 8 地 点 1 .8~ 2.8 守 1 8~ 26 字 1 5~ 2 0 吟 1 5~ 2･3 わ 1 2~2 2 1 2~2. 4

- 8 3一
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“) 日 本海沿岸海域

日 本海沿岸海域 は 、 海域類型 Aの 環境基準が定 め ら れて い る 。 水質測定は 、 距岸 1 伽 の

8 地点及び 2 2 海水浴場 で行 っ たが 、 8 地点の C O D ( 7 5 %値 ) は 0. 9 ~ 1 . 8 p pm 、 2 2

海水浴場は o. 8 ~ 1 9 ppm と すべ て環境基準に 適合 し て い る 。 ま た 、 本海域 で は油分 も 不

検出 であ り 、 前年度 と 同様 、 依然 と し て清浄な水質 を維持 し て い る 。

2 2 海水浴場 につ い て 見る と 、 白兎 、 浜村 、 青谷海水浴場で大腸菌群数の基準 オ ーバ ー

が 1 回 あ っ た以外、 全海水浴場 につい て 3 回行 っ た調査結果 はすべて透視度 5 0 鋼以上 、

p 耳 8 1 ~ 8. 3 、 C O D O. 5 ~ 1 . 9 p p m 、 大腸菌群数 1, 0 0 0 芯範〉N/1 0 0 露以下 と ｢ 鳥取県

海水浴場整備促進要綱 ｣ で定め る 水質基準に適合 し て お り 、 環境庁の海水浴場判定基準の

｢ 快適 ｣ ラ ン ク の 水質 と な っ て い る

な j
　 　 表 80 測定結果

調査地点名
指定

類型

測定

回数
p H

D O

(p pm )

C O D

( p pm)

大腸菌群数

( MPN/1 00 勿の

油 分

(p p m )

昭和55年度

壗島

岩美町浦富地先
1 0 伽 A 3 8. 2 7. 9 o . 9 ( o 9) 4 0 ~ 3 3 × 1 0 N D 1 2

福 部村場山地先
1. 0 蹴

A 3 8 2 7 9 1 . 3 ( 1 7) 1 . 1 × 1 0~>1 8 × 1 0 3 " 1 0

鳥取市堀越地先
1 0 蹴 A 3 8. 3 8. O 1 4 ( 1 8) 2 0 ~ 1 . 3 × 1 0 3 “ 0 7

気高町八幡地先
1. 0 獅

A 3 8 3 8. O 1 o ( 1 3) < 1 . 8 ~ 3 3 × 1 0 2 " 1 0

泊 村 泊 地 先
1 0 擬

A 3 8 3 8 1 0 8 ( o 9) < 1 . 8 ~ 4. 5 “ 1 . 3

北条町松神地先
1 0 観

A 2 8. 3 8. O o 9 ( o 9) < 1 . 8 へ 2 0 " 1 4

大栄町大谷地先
1 0 蹴

A 2 8. 3 7 9 1 . o 〔 1 0) 4 0 ~ 4 6 × 1 0 “ 1 4

中 山町御崎地先
1. 0 獅

A 2 8. 3 7 8 1 . o ( 1 0) 4 0 ~ 3 3 × 1 0 “ 1 1

( ) 内 は 7 5 %値 ND 検出 さ れず

表 81 経年変化 ( COD PPm )

水 域 名 地 点 理和 5 喪 鑿和 5 灸 鑿和 5 養
昭和 5 4

年 度 膣和 5 長
昭和 5 6

年 度

日 本海沿岸 8 地 点 0.5~ 0. 7 0 5~0 7 一 1 0~ 1 ･ 2 わ 0.6~ 1 3 『◇ O‐ 7~ 1 4 0 8~ 1 4

- 8 4 -



表82 海水浴場水質澗査結果

海 水浴場 名
採 水

地点数

採 水

回 数

測 定 項 目

噸零 p耳
CO D

( p pm)
油 分

( ppm )
大 腸 菌 群 数
( Am>N/1 O O 錺の

東 浜 海 水 浴 場 6 3 50以上 8 3 0. 7 ~ 1 . 3 ND 2 2 ~ 1 5 × 1 0

羽 尾 海 水 浴 場 3 “ " 8 . 3 0. 8 ~ 1 1 “ 1 . 8 ~ 3 7 × 1 0 2

牧 谷 海 水 浴 場 3 “ “ 8 3 0 6 ~ 0 8 “ 1 9 × 1 0 ~ 1 . 7 × 1 0 2

浦 富 海 水 浴 場 5 “ “ 8 3 1 0 ~ 1 . 2 " 2. 8 ~ 1 8 × 1 0 2

大 谷 海 水 浴 場 3 “ “ 8. 3 0 7 ~ 1 2 “ 4 3 ~ 2 3 × 1 0 2

岩 戸 海 水 浴 場 3 “ “ 8 3 0 8 ~ 1 . 2 “ 1 8 × 1 0 ~ 1 1 × 1 0 2

砂 丘 海 水 浴 場 3 " “ 8. 3 1 0 ~ 1 7 れ7 2 7 ~ 1 9 × 1 0

賀 露 海 水 浴 場 3 " " 8. 3 0. 8 ~ 1 5 “ 3. 5 ~ 1 7 × 1 0

白 兎 海 水 浴 場 4 “ “ 8 3 0 5 ~ 1 2 “ 8 5 × 1 0 ~ 1 . 9 × 1 0 3

小 沢 見 海 水 浴 場 2 " “ 8 3 0 8 ~ 0 9 “ 2 5 × 1 0 ~ 8. 9 × 1 0 2

水 尻 海 水 浴 場 2 “ “ 8 3 0 6 ~ 1 3 “ 7 3 ~ 1 . 6 × 1 0 2

浜 村 海 水 浴 場 3 " “ 8 3 0. 8 ~ 1 8 “ 4. 3 ~ 1 . 4 × 1 0 3

浜村西海岸海水浴場 2 “ “ 8 3 0. 5 ~ 1 0 “ < 1 8 ~ 3. 1 × 1 0 2

青 谷 海 水 浴 場 2 “ “ 8. 3 0 5 ~ 1 5 “ 2. 7 ~ 5. 8 × 1 0 3

井 手 海 水 浴 場 4 " “ 8. 3 0 9 ~ 1 4 “ 7. 9 ~ 1 . 7 × 1 0 2

水 無 瀬 海 水 浴 場 2 “ “ 8 3 0 7 ~ 1 . 1 “ 2. 9 ~ 4 1 × 1 0 2

小 浜 海 水 浴 場 3 “ " 8. 2 ~ 8 3 0. 7 ~ 1 . 2 “ 1 . 9 ~ 4 8 × 1 0 2

石 脇 海 水 浴 場 3 “ " 8 2 ~ 8. 3 0 6 ~ 1 0 “ 4 9 ~ 6. 9 × 1 0 2

宇 谷 海 水 浴 場 3 “ “ 8 3 0 5 ~ 1 3 “ 5 5 ~ 2. 0 × 1 0 2

羽 合 海 水 浴 場 3 “ “ 8 2 ~ 8 3 0 7 ~ 1 . O " 2. 1 × 1 0 ~ 1 . 2 × 1 0 2

八 橋 海 水 浴 場 3 “ “ 8 3 1 1 ~ 1 . 6 “ 1 . 1 × 1 0 ~ 2 3 × 1 0 2

皆 生温 泉海 水 浴場 2 “ “ 8. 1 ~ 8. 3 1 . 4 ~ 1 9 “ 1 2 × 1 0 ~ 3 9 × 1 0 2

環 境 基 準 ( 海域類型 A ) 7 8 ~ 8 3 2 以下 ND 1 , 0 0 0 以下

/

ND 検出 さ れす

( 日 本海沿岸の C O D 測定地点図 )

　 　 　 　 　 　 　。 o 越 。　 　 　 　 　 　
　 　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　　　　 　　 　　

　

千
代
川

i l l　 　 　 　　 　海 水浴場
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第 2 節 水 質汚濁防止対策

1 環境基準のあてはめ

水質汚濁に係 る 環境基準は昭和 わ年 4 月21 日 “こ 閣議決定 さ れた 。 こ の 環境基準は 、 人 の健康保

護 に関す る 環境基準 と 生活環境 の保全に関す る 環境基準か ら な っ て い る 。

人 の健康の保護 に 関す る 環境基準は 、 全公 共用水域 に 一律 に 適用 さ れ 、 かつ 、 直 ち に 達成#『持

す る も の と さ れ て い る 。

生店環境の 保全 に関す る 環境基準は 、 河 川 、 湖沼 、 海域 ご と に 利 用 目 的に 応 じ て 知事が あ て は

め る こ と と さ れ て お り 、 県 下の 公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日 野 川 、 湖山池 、 東郷他 、 中

海 、 美保湾及び 日 本海沿岸海域 に つい て 、 表83の と お り 水質汚濁に 係 る 環境基準の水域類型の あ

て は め を行い 、 こ れ を水質保全行政の 目 標 と し て い る 。

表 83 主要水域の 環境基準

水 域 名

告 示

年月 日

類 型

環境基準
の

達成期間

基 準 値

p H BOD COD SS DO 奔腸襄 油 分

千代川 上流 ( 有富川

と の 合流点から 上流 )

天神川 上流 ( 小鴨川

と の合流点か ら とがめ

日 野川 上流 ( 日 野橋

か ら 上流 )

昭和
46 9 1 4 河 川

船船舶
直 ち に達
成す る 。

6 5~

8 5

PPm

l 以 下

PPm PPm

2 0

以 下

ppm

7 b

上六 十

MPN老沼
o o 以下

'

千代川 下流 ( 有富川

との合流点か ら 下流 )

天神川 下流 (小岬蔦用 と

の合流点から 下流 )

日 野川 下流 ( 日 野橋

か ら 下流 )

4 6 9 l 4 河川

AAA
直 ち に達

成す る 。

6 5 ~

8 5

2 以 下 2 0

以下

7 つ

以 十

1 …

以 下

湖山池全域

東郷池全域

斐伊川 水系 の中海及

び境水道

4 6 9 1 4

4 7 1 0 3 1

湖 沼

AAA
コ 年以内

て 可及的
すみやか

に 達成す

る 。

6 5 ~

R つ

3 以下 5 以下 7 5

圦 ｣

l o o o

以 ト

検澁 さ れ な

い こ と 。

検出 さ れな

い こ と 。

美保湾 ( 。十画港湾施

設内の海域 )

美保湾 ( そ の他の侮
域 )

鳥取県地先海域 ( 美
保湾 を除 く )

4 8 3 2 0

4 8 3 3 0

海 域

BAA
直 ち に達

成す る 。

5 年以内

で可及的
すみやかに

達成す る 。

直 ち に運

成す る 。

7 8 ~

8 3

7 8~

8 3

3 以下

2 以下

5 以上

7 5

以 ヒ

0 0 0

以 下

なl
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2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型 あて は め を行 っ た水域の う ち 、 特 に 水質の改善が見 ら れ な い 湖山池 と 東郷池 、

及び 中海 、 美保湾につい て 、 可及的速やか に環境基準 を達成す る た め の各種の 施策を推進 して い

る o

表 84 湖山池 、 東郷池 、 中海及び美保湾の環境基準達成の た め の 施策

施 策 の 名 称
対 象 水 域

湖山池 東郷池 中 海 美保湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場 の排水規制強化

し尿 処理施設 、 家畜の飼養施設の適正 な維持管理の強化

清掃事業の強化

湖沼 、 河川 の整備推進

浄化用水の導入

栄養塩類の実態の解明

合成洗剤の使用合理化指導

養殖漁業の制限

底質の対策

適正な土地利用 。十画の策定

動力船の使用制限 0000000000〇 0000000000〇 0000000000〇 000○○
表 85 昭和 5 6 年度事業実績 ( 鳥取県水質審議会資料に よ る )

事 業 名 事 業 費 (千円) 事 業 内 容

公共下水道の整備
天神川流域下水道

倉吉市公共下水道

羽合町公共下水道

東郷町公共下水道

米子市公共下水道

( 内浜処理区 )

4, 2 7 7 , 7 2 0

3 2 6, 6 0 0

1 6 7, 3 0 0

2 1 0, 7 0 0

1 , 2 9 4, 2 7 8

管 き ょ 延長増 約 1 7 伽 天神浄化 セ ン タ ー

〃 約 1 6 伽

〃 約 0 4 伽

〃 約 0 9 伽

〃 約 1 8 伽 汚泥処理施設

工場 、 事業場の排水対策 7 1 1
湖沼 周辺の特定事業場 に対 し、 水質汚濁防止法 に基づ

く 立入調査及び排水処理指導の実施

し尿 処理施設、 家畜飼養

施設対策

L

2 8 1

2 5 7 3 2 0

湖沼 周辺の し尿 浄化槽立入検査 、 管理指導の実施

家畜経営 に起因す る 環境汚染防止等に 関す る 施設 ( 占、

ん尿処理施設等 ) に対す る 助成
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を f

事 業 名 事 業 費(千円) 事 業 内 容

清掃事業
湖 山 池

東 郷 池

1 , 6 9 3

1 , 3 9 5

湖底及び湖周辺の清掃を実施 し、 併せて漁場 と 産卵場

の回復 を図 っ た 。

合成洗剤の使用合理化

指導

2 0 0

5, 4 6 5

リ ノ を含む 合成洗剤の使用量の 削減を図 る た め 、 関係

機関が協同 で石鹸への切換 え を含 めた合成洗剤使用 合

理化指導の実施

合成洗剤 、 粉石鹸の価格需給動向調査の実施

( 需給状況は順嗣であ り 価格動向 も お お む ね横ばい

であ っ た 。 )

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策工事

湖山池浄化対策工事

4 3 5, 0 0 0

( 2 3 6 , 0 0 0 )

1 2 0, 0 0 0

4 8, 0 0 O

湖岸堤 〔 ヘ ド ロ 捨場護岸 ) の 建設促進

( ) は改修費分 と し て外書 き

底泥浚轢 2 4, 5 5 3 ぜ

残土処分 2 3, 8 3 9 せ

底泥浚轢 1 1 , 5 2 0 ぜ

水質汚濁規制

排水規制

排水規制 について は水質汚濁防止法 、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る規制 を行 っ

て い る 。 水質汚濁防止法に よ る 規制 は 9 2 種類の事業場 ( 特定事業場 と い う 。 ) を対象 と し 、

1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 ぜ以上の特定事業場 を、 ま た上乗せ条例に よ る 規制は 、 中海 、 美

保湾流域 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村 ) を適用 区域 と し 、 1 日 の 平均的な排出水の 量が 2 5 ゴ

以上の特定事業場 を規制対象 と してい る 。

水質汚濁防止法に よ る排水基準は 、 有害物質 に関す る も の 及び生活環境 に関す る 項 目 と も す

べて総理府令で定 め る 一律基準 ( BO D 叉は C O D 平均 1 2 0 p pm 、 最大 1 6 0 ppm 、 S S :

平均 1 5 0 ppm 、 最大 2 0 0 ppm 等 ) を適用 して い る 。 た だ し 、 美保湾海域への流入汚濁負荷

量の 大 き な割合 を しめ てい る バ ル ブ工場 に対 し て は 、 昭和 5 2 年 3 月 2 0 日 か ら 、 よ り 厳 し し

基準 と し て 上乗せ条例に よ る 排水基凖 ( B O D及び C O D . 平均 9 o p p m 、 最大 1 2 0 pp m 、

S S 平均 5 0 ppm 、 最大 6 0 pp m ) を適用 し て い る 。

3

ア
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鳥取 県公害防止条例に よ る 規制は 、 1 日 の 平均的な排出 永 の 量が 5 0 ゴ以上の集団給食施設

に ついて は P H 、 B O D叉は C O D 、 S S 、 大腸菌群数 を規制項 目 と し 、 ト フ ム缶更生業 、 車

両洗浄施設 ( 鉄道業、 自 動車整備業、 ガ ン ! ノ ス ブ ー シ ョ ノ等 ) に つい て は油分 を規制項 目 と

し て昭和 4 7 年 4 月 1 日 か ら規制 を行 っ て お り こ れ に対す る排水基準は 、 同 条例 に よ る排水

基準 を適用 して い る o

表 8 6 水質汚濁防止法の排水基準 ( 昭和 4 6 年総理府令第 3 5 号 )

(1 ) 有害物質に係 る基準

種 類 許 容 限 度

カ ト ウ ム 及びそ の化合物

シ ア ノ化合物

有機 ノ ン化合物

( バ ラ チ オ ノ 、 メ チ ルパ フ チ オ ソ 、 メ チ ル ジ メ ト ノ

及び E P N に限 る )

鉛及び その化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ 素及びその化合物

水銀及び ア ル キ ル水銀その他の水銀化合物

ア ル キ ル水銀化合物

P C B

カ ド ミ ウ ム 0 1 場レ“

シ ア ン 1 翔髭し“

1 物“し“

鉛 1 唯し“

六価 ク ム o 5 碑レ“

ヒ 素 0 5 勿“〆“

水銀 o o 0 5 場レ“

検出 さ れ な い こ と

0 0 0 3 勿“〃“

(2) 生活環境項 目 に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

水素 イ オ ノ濃度 ( 水素指数 ) 〔 P H 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D ] @“レの

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( 〃 )

浮遊物質量 ｢ S S 〕 ( 〃 )

ノ ル マ ルヘ キ サ ノ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

ノ ル マ ルヘキ サ ノ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 動植物油脂類含有量 )

フ ェ ノ ー ル類含有量 ( 〃 )

銅含有量 ( 〃 )

亜鉛含有量 ( 〃 )

溶解性鉄含有量 ( 〃 )

溶解性 マ ン ガ ン含有量 ( 〃 )

ク ロ ム含有量 ( 〃 )

フ ソ ソ 含有量 ( 〃 )

大腸菌群数 ( 1 洲 につき 個 )

5 8 ~8 6 ( 海域以外の 水域 )

5 0 ~9 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日 間平均 3, 000
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表 87 上乗せ条例の排水基準 ( バ ル ブ製造業及び木材化学工業に 係 る も の )

( 昭和 4 8 年鳥取県条例第 4 0 号 )

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ノ濃度 ( 水素指数 ) 〔 P H 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 @“〆“ )

化学的酸素要求量 〔 C O D ] ( 〃 )

浮遊物質量 〔 S S ] ( " )

ノ ル マ ルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

ノ ル マ ルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 動植物油脂類含有量 )

大腸菌群数 ( 1 洲につき 個 )

5 8 ~8 6 ( 海域以外の水域 )

5 0 ~9 0 ( 海域 )

1 20 ( 日 間平均 90 )

1 20 ( 日 間平均 90 )

60 ( 日 間平均 50 )

5

3 0

日 間平均 3, 000

表88 鳥取県公害防止条例の排水基準 ( 昭和 4 6 年 鳥取県条例第 3 5 号 )

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ノ濃度 ( 水素指数 ) 〔 P H )

生物化学的酸素要求量 〔 B O D ] @娑しの

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( 〃 )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )

ノ ル マ ルヘ キ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

大腸菌群数 ( 1 洲につき 個 )

5 8 ~8 6 ( 海域以外の水域 )

5 0 ~9 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 120 ) (海域及び湖沼以外の水域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

20

日 間平均 3, 000

イ 監視、 指導状況

水質汚濁の 発生源であ る 工場 、 事業場 につい て み る と 、 水質汚濁防止法で届出 が義務付け ら

れた特定事業場 は 2, 0 4 1 事業場であ り 、 こ の う ち排 出水の B O D 又は C O D等の項 目 が規制

さ れ る 特定事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の 量が 5 0 ゴ以上 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村に お

い て は 1 日 の平均的な排出水の 量が 2 5 ゼ以上 ) ] は 2 8 2 事業場で あ る 。 イ

鳥取県公害防止条例で届 出 が義務付け ら れた汚水関係特定事業場は 6 2 5 事業場 で、 こ の ぅ !‘
ち排水基準の適用 を受け る 汚水関係特定事業場は 1 1 事業場 であ る 。 ′

　

昭和 5 6 年度の 水質汚濁防止法及び 鳥取県公害防止条例こ よ る 工場 、 事業場の指導伏況 を川
る と 、 立入検査事業場は廷 1, 3 4 7 件であ り 、 こ の う ち排出水調査事業場廷 6 5 4 件の う ち 、 ブ

排水基準に違反 して いた事業場及び違反の おそれの あ る 事業場 に対 し 、 延 6 2 件の 文書に よ る

改善指導を行 っ た 。 な お 、 こ れ ら の う ち 、 1 3 事業場 に つい て は水質汚濁防止法違反 ( 排水基

準違反 ) 事業場 と し て 、 新聞等 に公表 した 。
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表89 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表

( 昭和 5 7 年 3 月 3 1 日 現在 )

保健所名

特定事業場の 区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 5 0ゼノ日以上 届出 5 0ぜ/日以上 届出 5 0ゼノ日以上 届出 印せ/日以上 鸚滋〃由妹蝸 届出 5 0ゼノ日以上 届出 50ゴノ日以上 印せ/日未満第ぜ/日以上
1 - 2 家 畜 飼 養 施 設 24 1 2 8 34 1 5 5 1 0 6 1

2 畜 産 食料 品 製造業 7 4 7 8 3 9 5 2 1 32 1 2 2

3 水 産 食料 品製 造業 4 1 2 1 1 6 4 76 23 1 3 1 34 29 1 3

4 鸚船品実製の造讓 2 2 4 1 2 5 1 1 24 3

5 護そ酢 醤霧な ソ言桑 9 2 1 3 20 1 1 4 5 1

8 釘 お菓 子恐嚇 1 6 3 2 1 1 0 2 1

9 米 菓 製 造 業 1 2 3

1 0 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 7 1 14 1 2 3 5 0 2 2

1勢 機物質醒飼製造藝 4 3 4 3

1 2 動 植物 油脂製造業 1 3 1 4 1

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 8 7 1 2 1

1 7 豆 腐 ･ 煮 豆製 造業 31 1 3 5 5 3 30 2 1 9 1 58 3 1

1 8 3 た ば こ 製 造 業 1 1 1 1

1 9 群業 遷繊維製梁 1 1 7 2 5 1 3 3

2 1 3 合 板 製 造 業 4 2 6

23 空し謠 製紙 ぞ架 35 7 22 4 1 1 58 1 2

25 2 翻案 : 翼嫌 4 4 1 3 1 22

27 襄 機 イヒ 学造工業製粟 1 1

4 6 褒 機 イヒ 学造工 業製聚 2 2

5 1 3 洗わ多 ス薪型嚢 1 1 1 1

5 4 セ メ ノ ト 製品製造業 9 8 8 8 1 3 36 1

5 5 鎌 コ 簿 J 一 楽 4 4 6 6 1 2 1

59 砕 石 業 2 1 6 2 2 1 1 6 4 1 7 8

60 砂 利 採 取 業 1 1 1 1 3 1

6 1 鉄 鋼 業 1 1 2 1 1 3 2 1
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以上が規制の対象 と な っ て い る 。
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表9 1 事業場 に対す る 立 入検査、 改善指導状況

o 水質汚濁防止法適用事業場

保 健 所 名

立 入 検 査

事 業 場

廷 件 数

排 出 水 調

査 事 業 場

廷 件 数

違反事 業場

廷 件 数

改 善 指 導

廷 件 数

改 善 命 令

件 数

鳥 取 3 7 5 2 2 6 9 2 6 O

郡 家 5 7 2 3 O O O

倉 吉 3 7 5 1 4 3 1 1 2 O

米 子 4 5 4 2 0 0 3 2 1 O

根 雨 3 1 2 9 O O O

合 計 1 , 2 9 2 6 2 1 1 3 5 9 O

圏 改善指導廷件数は文書で指導 を行 っ た件数。

o 鳥取県公害防止条例適用事業場

保 健 所 名

立 入 検 査

事 業 場

廷 件 数

排 出 水 調

査 事 業 場

廷 件 数

違反事業場

廷 件 数

改 善 指 導

廷 件 数

改 善 命 令

件 数

鳥 取 1 0 5 O 3 O

郡 家

倉 吉 2 8 1 2 O O O

米 子 1 4 1 2 O O O

根 雨 3 4 O O O

合 計 5 5 3 3 O 3 O

圏 改善指導廷件数は文書で指導 を行 っ た件数。
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